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支配株主等に関する事項について 

 

当社の親会社である㈱ネクシィーズについて、支配株主等に関する事項は、以下のとおりとなりますので、

お知らせいたします。 

記 

 

１．親会社、支配株主（親会社を除く。）、その他の関係会社又はその他の関係会社の親会社の商号等 

（平成27年９月30日現在） 

名称 属性 

議決権所有割合（％） 
発行する株券が上場されている

金融商品取引所等 
直接所有

分 

合算対象

分 
計 

㈱ネクシィーズ 親会社 51.44 0.00 51.44
・株式会社東京証券取引所 

市場第一部 

（注）本書提出日現在、発行済株式総数の増加により、㈱ネクシィーズの議決権所有割合は50.70％となって

おります。 

 

２．親会社等の企業グループにおける当社の位置付けその他の当社と親会社等との関係 

（ａ）親会社等の企業グループにおける当社の位置付け、親会社グループとの取引関係、人的関係、資本関

係等 

 

（親会社グループにおける位置付け） 

当社は、ネクシィーズグループの事業セグメントにおいて、ソリューションサービス事業に位置付け

られます。 

他のグループ会社のなかで、ソリューションサービス事業に位置づけられる会社は、㈱ネクシィーズ、

㈱ネクシィーズ・マーケティング、㈱ネクシィーズ･トレードであります。 

㈱ネクシィーズは業務代行収入を得ております。また、㈱ネクシィーズ･マーケティングはテレマーケ

ティングの受託業務、㈱ネクシィーズ･トレードは金融商品仲介業を活用した新規口座獲得業務を行って

おり、いずれも当社と類似した事業は行っておりません。 

（親会社グループとの取引関係） 

  当社は、親会社及びグループ会社との間に取引関係が発生しておりますが、いずれも通常の取引条件

によるものであり、一方が不利益となるような取引はございません。 

 

 



（親会社グループとの人的関係） 

  親会社から役員を招聘し、取締役１名及び監査役１名が就任しております。役員は以下のとおりであ

ります。 

 

役職 氏名 親会社等又は 

そのグループ企業での役職 

就任理由 

取締役 近藤 太香巳 ㈱ネクシィーズ代表取締役社

長 

上場会社の代表者としての見地から助

言を行うため。 

監査役 松井 康弘 ㈱ネクシィーズ専務取締役 親会社として監督・監察を行うため。

（注）松井 康弘は平成27年12月 14日付で、社外監査役を退任しております。 

 

（親会社グループとの資本関係） 

   ㈱ネクシィーズは、当社発行済株式総数の 51.44％（7,057,100 株）を所有しており、当面の間は、安

定株主として当社株式を所有する方針と聞いております。 

 

 （親会社グループとのその他特別な関係） 

   当社を除く親会社グループとの間において上記の他に特別な関係はありません。 

 

（ｂ）親会社等の企業グループに属することによる事業上の制約、リスク及びメリット、申請会社が親会社

等やそのグループ企業との取引関係や人的関係、資本関係などの面から受ける経営・事業活動への影響

等 

   （ａ）に記載のとおり、当社は、親会社グループでの位置付け・棲み分けが明確であり、特段の事業

上の制約はございません。 

リスクとしては、将来的に親会社の経営方針に変更が生じた場合等には、当社の事業等に影響を及ぼ

す可能性があります。メリットとしては、安定株主が存在する点が挙げられます。 

親会社等との取引関係等から受ける経営・事業活動への影響等についても、（ａ）に記載のとおり、株

主としての状況把握のための人的関係を除き、他の株主・取引先と比較して特異な関係は無く、影響等

は軽微であると判断しております。 

 

（ｃ）親会社等からの一定の独立性確保に関する考え方及びそのための施策 

  当社は、親会社等とは異なる事業を営んでおり、親会社等からの事業上の制約はございません。また、

親会社等との取引条件は合理的な方法で決定しており、同社以外の企業との取引条件と同様のものとして

おります。 

  兼務役員の就任状況につきましても、当社独自の経営判断を妨げるものではないことから、親会社等か

ら一定の独立性は確保されているものと認識しております。 

 

（ｄ）親会社等からの一定の独立性の確保の状況 

  （ａ）～（ｃ）に記載しているとおり、当社の経営上の重要事項につきましては、当社独自の経営判断

に基づき業務執行を行っており、親会社等からの独立性は確保されております。 

 

３．支配株主等との取引に関する事項 

平成 27 年９月期における支配株主等との取引につきましては、上記「４．親会社等の企業グループにおけ

る当社の位置付けその他の当社と親会社等との関係」に記載したものを除き、記載すべき重要な事項はござ

いません。 

なお、支配株主等と取引を行う場合には、取引条件及びその決定方法については、他の取引先と同様の条

件によることとしております。 

 



 

 

 

４．支配株主との取引等を行う際における少数株主の保護の方策の履行状況 

当社は支配株主との取引を検討する場合、少数株主の利益を損なうことのないよう、取引理由及びその必

要性、取引条件及びその決定方法の妥当性等について、社外取締役・社外監査役を含む取締役会において十

分に審議のうえ、決議を行い、少数株主の保護に努めてまいります。 

 

以 上 

 

 


